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危険物規制に係る通知における用語等の読み替えについて

建築基準法施行令の一部を改正する政令（平成１２年政令第２１１号）により危険物の

規制に関する政令（昭和３４年政令第３０６号）及び危険物の規制に関する政令等の一部

を改正する政令（昭和６３年政令第３５８号）の一部改正が行われ（４月２６日公布）、

また、危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（平成１２年自治省令第３５号）

及び危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（平成

１２年自治省告示第１２９号）が平成１２年５月３１日に公布され、いずれも平成１２年

６月１日から施行されています。

今回の改正は、建築基準法（以下「建基法」という。）及び建築基準法施行令（以下「建

基令」という。）の改正により、危険物の規制に関する政令等で建基法又は建基令より引用

している用語について、定義等が改正されたことを受けて行われたものです。これに伴い、

危険物規制に係る技術上の基準に関して、平成１２年６月１日以前に発せられた通知（以

下「既発通知」という。）において用いられている用語についても、下記のように読み替え

ることが必要となります。

貴職におかれては、その運用に遺漏のないよう配慮されるとともに、都道府県内の市町

村長に対してもこの旨周知されるようお願いします。

なお、本通知中においては、法令名について次のとおり略称を用いたのでご承知おき願

います。

危険物の規制に関する政令（昭和３４年政令第３０６号）　……危政令

危険物の規制に関する規則（昭和３４年総理府令第５５号）　……危規則

記

既発通知において次表の左欄に掲げる用語又は表現が使用されている場合は、それぞ

れ次表の右欄のとおり読み替えるものとする。



既発通知において使用されている用語又は表現 読み替え後の用語又は表現

準不燃材料又は難燃材料 難燃材料

壁を耐火構造とするか又は不燃材料で造り、その両

面を防火構造とすること
壁を準耐火構造とすること

甲種防火戸 特定防火設備

甲種防火戸又は乙種防火戸

乙種防火戸
防火設備

なお、表の右欄で使用している用語の定義は次による。

１　難燃材料とは、建基令第１条第６号の難燃材料をいう。

この読み替えは、建基令において難燃材料は準不燃材料及び不燃材料も含

むものと整理されたため、必要となるものである。

２　準耐火構造とは、危政令第１８条第１項第３号に規定する準耐火構造をいう。

３　耐火構造とは、危政令第９条第１項第５号に規定する耐火構造をいう。

４　不燃材料とは、危政令第９条第１項第１号に規定する不燃材料をいう。

５　特定防火設備とは、危政令第９条第１項第７号に規定する特定防火設備をいう。

６　防火設備とは、危政令第９条第１項第７号に規定する防火設備をいう。

       


